
　 （　　）2（偕行　令和 7 年 7・8 月号）

は
じ
め
に

　

令
和
7
年
5
月
15
日
「
重
要
電
子
計
算
機
に
対
す
る
不
正
な
行
為
に

よ
る
被
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
サ
イ
バ
ー
対
処
能
力
強
化
法
）」

及
び
「
重
要
電
子
計
算
機
に
対
す
る
不
正
な
行
為
に
よ
る
被
害
の
防
止

に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律

（
同
整
備
法
）」
が
成
立
し
た
。
陸
・
海
・
空
領
域
の
他
に
サ
イ
バ
ー
空
間
、

海
洋
、
宇
宙
空
間
、
電
磁
波
領
域
等
に
お
い
て
脅
威
が
広
が
っ
て
お
り
、

特
に
攻
撃
側
が
優
位
に
あ
る
サ
イ
バ
ー
攻
撃
は
巧
妙
化
・
深
刻
化
し
、

重
要
イ
ン
フ
ラ
の
機
能
停
止
や
破
壊
、
他
国
の
選
挙
へ
の
干
渉
、
身
代

金
の
要
求
、
機
微
な
情
報
の
窃
取
等
は
国
家
を
背
景
と
し
た
形
で
も
平

素
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
み
ら
れ
る
よ
う

に
、
武
力
攻
撃
の
前
か
ら
偽
情
報
の
拡
散
等
を
通
じ
た
情
報
戦
・
認
知

戦
が
展
開
さ
れ
る
な
ど
、
軍
事
目
的
遂
行
の
た
め
に
軍
事
的
、
非
軍
事

的
な
手
段
を
組
み
合
わ
せ
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
戦
が
今
後
更
に
拡
大
さ
れ

る
。

　

日
本
に
お
い
て
も
、
特
に
、
重
要
イ
ン
フ
ラ
の
機
能
停
止
や
破
壊
等

を
目
的
と
し
た
国
家
を
背
景
と
す
る
重
大
な
サ
イ
バ
ー
攻
撃
は
、
安
全

保
障
上
の
大
き
な
懸
念
と
な
っ
て
き
た
。
こ
の
た
め
政
府
は
「
国
家
安

全
保
障
戦
略
」（
令
和
4
年
12
月
16
日
閣
議
決
定
）
に
「
サ
イ
バ
ー
安

全
保
障
分
野
で
の
国
家
と
し
て
の
対
応
能
力
を
欧
米
主
要
国
と
同
等
以

上
に
向
上
さ
せ
る
」
と
明
記
し
、
サ
イ
バ
ー
対
処
能
力
の
向
上
に
向
け

た
取
り
組
み
を
進
め
て
き
た
。
成
立
し
た
「
サ
イ
バ
ー
対
処
能
力
強
化

法
」
及
び
「
同
整
備
法
」
は
重
要
な
安
全
保
障
政
策
上
の
前
進
で
あ
り

歓
迎
し
た
い
。
国
家
安
全
保
障
戦
略
に
は
「
武
力
攻
撃
に
至
ら
な
い
も

の
の
、
国
、
重
要
イ
ン
フ
ラ
等
に
対
す
る
安
全
保
障
上
の
懸
念
を
生
じ

さ
せ
る
重
大
な
サ
イ
バ
ー
攻
撃
の
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
、
こ
れ
を
未
然

に
排
除
し
、
ま
た
こ
の
よ
う
な
サ
イ
バ
ー
攻
撃
が
発
生
し
た
場
合
の
被

害
の
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
に
能
動
的
サ
イ
バ
ー
防
御
を
導
入
」
と
う

た
わ
れ
、
本
法
は
「
能
動
的
サ
イ
バ
ー
防
御
法
」
と
も
呼
ば
れ
、
日
本

の
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
政
策
は
画
期
的
な
転
換
点
を
迎
え
た
。
攻

撃
を
受
け
て
か
ら
対
処
す
る
の
で
は
な
く
攻
撃
が
実
行
さ
れ
る
前
に
食

い
止
め
る
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
欧
米
主
要
国
で
は
常
識
に
な
り
つ

つ
あ
る
中
で
、
武
力
攻
撃
を
受
け
て
初
め
て
防
衛
力
を
行
使
す
る
「
専

守
防
衛
」
の
呪
縛
か
ら
離
れ
、
日
本
も
よ
う
や
く
欧
米
主
要
国
に
追
随

す
る
た
め
の
大
き
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。
た
だ
し
、
い
く
つ
か
の
課

題
も
あ
り
、
本
稿
で
は
「
能
動
的
サ
イ
バ
ー
防
御
法
」
の
意
義
と
今
後

の
課
題
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

1
　
巧
妙
化
・
深
刻
化
す
る
サ
イ
バ
ー
攻
撃

　

サ
イ
バ
ー
攻
撃
は
、
2
0
0
5
年
内
閣
官
房
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
（
N
I
S
C
）
を
設
置
し
た
頃
に
は
、
愉
快
犯
レ
ベ
ル
の
公
開

サ
ー
バ
ー
へ
の
攻
撃
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
シ
ス
テ
ム
内
部
へ
侵
入

し
て
シ
ス
テ
ム
障
害
を
発
生
さ
せ
た
り
、
身
代
金
を
要
求
す
る
な
ど
、

　

能
動
的
サ
イ
バ
ー
防
御
法
成
立
の
意
義
と
課
題
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組
織
的
、
悪
質
な
も
の
に
変
遷
し
て
き
た
。
2
0
1
4
年
に
日
本
も
こ

れ
ら
に
対
処
す
る
た
め
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
基
本
法
が
施
行
さ

れ
、
翌
年
N
I
S
C
も
改
組
強
化
さ
れ
た
が
、
政
府
や
民
間
企
業
な
ど

の
協
力
連
携
は
、
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
が
依
然
受

け
身
の
体
制
で
対
応
し
て
き
た
。
そ
の
後
世
界
的
に
高
度
の
侵
入
能
力
・

潜
伏
能
力
を
持
つ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
出
現
に
よ
り
、
重
要
イ
ン
フ
ラ
等

の
最
深
部
・
制
御
系
シ
ス
テ
ム
へ
の
サ
イ
バ
ー
攻
撃
が
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
更
に
最
近
で
は
機
密
情
報
の
漏
洩
・
悪
用
の
た
め
の
機
微
な

情
報
窃
取
の
危
険
が
懸
念
さ
れ
、
益
々
サ
イ
バ
ー
攻
撃
は
巧
妙
化
・
深

刻
化
し
、
質
・
量
両
面
に
わ
た
り
サ
イ
バ
ー
攻
撃
の
脅
威
は
増
大
し
て

き
て
い
る
。
攻
撃
を
受
け
て
か
ら
対
処
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
で
は
、
国
家

を
背
景
と
す
る
よ
う
な
高
度
で
組
織
的
な
攻
撃
に
対
処
し
き
れ
な
い
と

い
う
課
題
が
顕
在
化
し
て
き
た
。

2
　
能
動
的
サ
イ
バ
ー
防
御
法
の
意
義

　
「
サ
イ
バ
ー
対
処
能
力
強
化
法
」
及
び
「
同
整
備
法
」
は
、
①
官
民

連
携
の
強
化
、
②
通
信
情
報
の
利
用
、
③
攻
撃
者
の
サ
ー
バ
ー
等
へ
の

侵
入
・
無
害
化
措
置
、
④
N
I
S
C
の
発
展
的
改
組
等
新
た
な
組
織
・

体
制
整
備
等
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
法
律
の
評
価
す
べ
き
一
つ
目
は
、
従
来
武
力
攻
撃
に
至
ら
な
い

も
の
の
、
国
、
重
要
イ
ン
フ
ラ
等
に
対
す
る
安
全
保
障
上
の
懸
念
を
生

じ
さ
せ
る
重
大
な
サ
イ
バ
ー
攻
撃
の
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
、
受
動
的

に
守
る
だ
け
で
な
く
、
積
極
的
に
攻
撃
源
を
特
定
・
妨
害
し
脅
威
を
排

除
す
る
た
め
の
、
能
動
的
サ
イ
バ
ー
防
御
と
い
う
考
え
を
初
め
て
導
入

し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
サ
イ
バ
ー
攻
撃
ま
た
は
そ
の
疑
い

が
あ
る
場
合
の
被
害
の
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
の
攻
撃
者
の
サ
ー
バ
ー

等
へ
の
侵
入
・
無
害
化
措
置
が
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
今
ま
で
「
専
守

防
衛
」
を
基
本
と
し
て
い
る
日
本
は
、
攻
撃
側
に
ア
ク
セ
ス
し
て
攻
撃

源
を
特
定
す
る
こ
と
す
ら
は
ば
か
っ
て
い
た
が
、
状
況
に
よ
っ
て
は
武

力
攻
撃
に
至
ら
な
い
サ
イ
バ
ー
攻
撃
に
も
自
衛
隊
が
無
害
化
（
攻
撃
）

ま
で
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

二
つ
目
は
、
能
動
的
サ
イ
バ
ー
防
御
を
含
む
各
種
取
り
組
み
を
実
現

す
る
た
め
、
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
戦
略
本
部
の
改
組
、
機
能
強
化
、

内
閣
サ
イ
バ
ー
官
の
設
置
、
警
察
・
自
衛
隊
の
強
化
な
ど
司
令
塔
機
能
、

情
報
収
集
・
提
供
機
能
の
強
化
を
図
る
等
サ
イ
バ
ー
防
御
体
制
を
拡
大

整
備
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

三
つ
目
は
政
府
、
自
衛
隊
、
基
幹
イ
ン
フ
ラ
事
業
者
等
ご
と
独
自
の

サ
イ
バ
ー
攻
撃
対
応
を
し
て
い
た
と
こ
ろ
を
、
重
大
イ
ン
シ
デ
ン
ト
等

情
報
共
有
・
対
策
の
た
め
の
官
民
合
同
協
議
会
の
設
置
等
、
国
家
一
丸

と
な
っ
て
の
サ
イ
バ
ー
防
衛
能
力
の
強
化
が
図
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
で
、
よ
う
や
く
欧
米
主
要
国
が
先
行
す
る
取
り
組
み
に
追
い
つ
こ
う

と
し
て
い
る
。

3
　
今
後
の
課
題

　

サ
イ
バ
ー
防
御
体
制
の
強
化
に
は
、
質
の
高
い
サ
イ
バ
ー
要
員
の
確

保
が
最
も
重
要
で
あ
る
。
ア
ク
セ
ス
（
侵
入
）・
無
害
化
措
置
を
実
際

に
実
行
す
る
組
織
の
警
察
及
び
自
衛
隊
は
、
平
素
か
ら
サ
イ
バ
ー
関
連

企
業
な
ど
と
も
連
携
し
、
常
時
サ
イ
バ
ー
攻
撃
に
使
用
さ
れ
る
電
気
通

信
を
情
報
収
集
し
て
分
析
作
業
を
平
素
か
ら
実
施
し
て
お
く
必
要
が
あ

る
。
自
衛
隊
の
サ
イ
バ
ー
関
連
要
員
は
2
0
2
4
年
度
末
で
2
4
1
0
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人
、
2
0
2
7
年
に
は
4
0
0
0
名
に
増
強
す
る
予
定
で
あ
り
、
十
分

で
は
な
い
が
一
定
の
評
価
は
で
き
る
。
一
方
、
陸
海
空
自
衛
隊
の
現
体

制
（
定
数
）
を
維
持
し
た
ま
ま
で
、
サ
イ
バ
ー
と
い
う
特
殊
な
技
能
を

有
す
る
要
員
を
4
0
0
0
名
に
増
強
す
る
こ
と
が
、
果
た
し
て
可
能
か
。

現
在
陸
自
サ
イ
バ
ー
通
信
学
校
で
陸
・
海
・
空
自
の
サ
イ
バ
ー
要
員
を

育
成
し
て
い
る
が
、
サ
イ
バ
ー
に
は
極
め
て
高
い
技
術
レ
ベ
ル
の
要
員

の
入
隊
が
不
可
欠
で
あ
り
、
要
員
数
も
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
。
質
・

量
と
も
に
2
0
2
7
年
ま
で
の
本
格
運
用
に
間
に
合
う
か
ど
う
か
、
心

配
し
て
い
る
。
一
方
で
、
サ
イ
バ
ー
要
員
の
内
部
か
ら
の
選
考
や
新
し

い
部
隊
等
の
創
設
な
ど
に
よ
り
、
一
般
部
隊
の
要
員
の
減
少
が
問
題
化

し
て
い
る
。
速
や
か
に
国
家
防
衛
戦
略
、
防
衛
力
整
備
計
画
の
見
直
し

を
行
い
、
陸
・
海
・
空
自
衛
隊
の
定
数
や
実
員
の
増
強
を
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　

能
動
的
サ
イ
バ
ー
防
御
と
警
察
権
の
縛
り
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
。
通
常
の
サ
イ
バ
ー
攻
撃
は
警
察
が
対
処
し
、自
衛
隊
は
「
外

国
か
ら
の
組
織
的
、
計
画
的
な
サ
イ
バ
ー
攻
撃
が
あ
る
か
そ
の
お
そ
れ

が
あ
る
場
合
」、
総
理
大
臣
の
命
に
よ
り
警
察
と
共
同
し
て
通
信
防
護

措
置
を
実
施
す
る
。
ま
た
「
日
本
国
に
あ
る
米
軍
の
電
子
計
算
機
に
対

す
る
通
信
防
護
措
置
」
に
つ
い
て
の
日
米
同
盟
上
の
役
割
も
あ
る
。
改

正
自
衛
隊
法
に
も
サ
イ
バ
ー
対
応
の
行
動
類
型
が
盛
り
込
ま
れ
た
が
、

更
な
る
一
歩
を
進
め
て
も
ら
い
た
い
。

　

サ
イ
バ
ー
攻
撃
は
日
本
で
は
武
力
攻
撃
の
範
疇
に
含
ま
れ
て
い
な
い

た
め
、
対
応
す
る
自
衛
隊
の
行
動
は
警
察
行
動
で
あ
る
。
日
本
へ
の
侵

攻
を
企
て
る
国
は
、
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
使
っ
て
攻
撃
を
仕
掛
け
て
く
る

こ
と
を
覚
悟
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
防
衛
出
動
が
下
令
さ
れ

な
い
限
り
、
自
衛
隊
の
行
動
は
す
べ
て
警
察
活
動
の
延
長
と
し
て
武
器

使
用
に
関
わ
る
警
職
法
の
縛
り
が
か
か
る
。
サ
イ
バ
ー
攻
撃
は
、
電
子

計
算
機
と
い
う
あ
る
種
の
兵
器
を
使
っ
た
攻
撃
で
あ
り
、
重
要
イ
ン
フ

ラ
等
の
人
的
・
物
的
被
害
規
模
に
よ
っ
て
は
「
武
力
攻
撃
」
に
該
当
す

る
場
合
が
あ
り
、
武
力
攻
撃
の
範
疇
に
含
ま
せ
て
考
え
る
べ
き
で
は
な

い
か
。
国
を
背
景
と
す
る
組
織
的
な
サ
イ
バ
ー
攻
撃
が
行
わ
れ
た
場
合
、

こ
れ
に
対
処
す
る
に
は
、
早
期
に
防
衛
出
動
が
下
令
さ
れ
、
サ
イ
バ
ー

空
間
へ
の
反
撃
及
び
発
信
元
へ
の
反
撃
が
指
向
で
き
る
よ
う
な
国
の
防

衛
体
制
が
望
ま
し
い
。
国
の
安
全
保
障
を
警
察
行
動
と
防
衛
行
動
に
区

別
し
て
い
る
国
は
先
進
国
で
は
日
本
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
た
め
今
後
自

衛
隊
法
の
検
討
を
進
め
、
防
衛
出
動
以
外
の
、
そ
の
他
の
行
動
か
ら
警

職
法
の
縛
り
を
外
し
、
総
理
大
臣
、
防
衛
大
臣
の
定
め
る
部
隊
行
動
基

準
（
交
戦
規
則＜

R
O
E＞

）
に
従
っ
て
行
動
で
き
る
よ
う
に
自
衛
隊

法
を
抜
本
的
に
改
正
す
べ
き
で
あ
る
。

最
後
に

　

専
守
防
衛
の
呪
縛
を
離
れ
、
能
動
的
サ
イ
バ
ー
防
御
へ
大
き
く
舵
を

切
っ
た
こ
と
か
ら
、
防
衛
政
策
の
基
本
方
針
で
あ
る
「
専
守
防
衛
」
と

い
う
正
式
用
語
を
廃
止
し
、
例
え
ば
「
能
動
防
衛
」、「
積
極
防
衛
」、「
即

動
防
衛
」
な
ど
を
正
式
用
語
に
使
用
し
て
み
て
は
い
か
が
か
と
思
う
。

こ
れ
は
些
細
な
こ
と
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
国
民
の
安
全
保

障
意
識
を
啓
蒙
す
る
一
助
に
も
な
り
、
憲
法
改
正
の
必
要
性
の
議
論
に

も
つ
な
が
る
こ
と
に
も
な
る
。




